
第５学年 理科学習指導案
単元名 「花から実へ」
日 時 平成１９年７月４日（水）１４：００～１４：４５

学 年 第５学年６名

指導者 世羅郡世羅町立伊尾小学校 教諭 田丸 栄

学習会場 理科室

単元について
本単元においては，植物の花のつくりや実のでき方に興味をもち，見いだした問題を計画的

に追究する活動を通して，花にはおしべやめしべなどがあり，花粉がめしべの先につくとめし

べのふくらんだ部分が実になり，実の中に種子ができることを理解する。また,それにかかわ

る条件に着目しながら調べ,花の役割や受粉と結実との関係をとらえるとともに，生命を尊重

する態度を養い，生命の連続性についての見方や考え方をもつようにすることができるように

する。

児童の実態
本学級の児童は，４年生までに植物の栽培，観察を通して，植物の体のつくりや花が咲いた

後に種子ができることなどは知っている。また，５年生になって条件を統一した観察・実験を

行ってきている。そこで，植物の発芽には,水・空気，適当な温度が必要なこと,植物の成長に

は,日光と肥料が必要なことを学習した。

植物の受粉と結実の関係では，６名すべての児童が，花粉がめしべについて種子ができると

知っている。しかし，その知識は，観察・実験したものではない。

指導方法の工夫改善
○学習展開の工夫について

・花のつくりを学習する場面では,主教材のカボチャだけでなく，身近な植物の花のつくりや

花粉を扱うことにより，花のつくりや花粉の理解を深めたい。

・花粉をつけたハチなどの昆虫や，風で運ばれる花粉の様子を実際に観察させたり,実験方法

を考えさせるための教材・教具を工夫したりして,受粉のしくみをとらえさせる。

・畑に行っての花の観察では，花に寄ってくる昆虫などの姿にも目を向けさせるような声かけ

をし，受粉の仕組みを理解させる一助とする。

・顕微鏡などの用具の扱い方を適切に指導し,花粉の形を正確にとらえさせる。

・条件に着目しながら花の役割や受粉と結実との関係をとらえることができるようにさせるた

め,実験の方法から結果を見通せるようなワーククシートを工夫したり，発問を工夫したり

する。

○思考力を育成するための言語技術について

・ ・・・を確かめるために，Ｘの方はＡを・・・して，Ｙの方にはＡを・・・しません。ほ「

か（ＢもＣも ，すべて同じにします。もしも自分の予想があっているとすると，Ｘは～に）

なるはずで,Ｙは～になるはずです 「もし，そうならなかったら ・・・だということがい。」 ，

えます 」など見通しをもたせながら,理由をつけて（根拠をもって）論理的な考え方をさせ。

る。



単元の系統性

単元の目標と評価規準

ア 自然事象への関心 ウ 観察・実験の技 エ 自然事象につい
イ 科学的な思考

・意欲・態度 能・表現 ての知識・理解

植物の実のでき方と 植物の実のでき方と 植物を育てて結実 植物の生命が子孫

単 それにかかわる条件と その要因との関係に問 の様子を見て，観察 へ受け継がれている

元 の関係を意欲的に追究 題を見いだし，条件に や実験を行い，その ことなどを理解す

目 し，生き物のたくみさ 着目して計画的に追究 過程や結果を的確に る。

標 や神秘さを感じとり， し，実の成長に関係す 表す。

生命を尊重しようとす るものをとらえる。

る。

○植物の花のつくりに ○植物の実のでき方に ○顕微鏡を使うなど ○花にはめしべやお

評 興味をもち，観察しよ かかわる条件を見いだ して，花のつくりや しべなどがあり，花

価 うとする。 している。 花粉などを観察し， 粉がめしべの先につ

規 ○植物の成長などを調 ○植物の受粉と結実と 記録している。 くとめしべのふくら

準 べたことを通して，生 の関係に着目し，花粉 ○受粉と結実との関 んだ部分が実にな

命を尊重する態度を身 のはたらきと実のでき 係を条件に気を付け り，実の中に種子が

に付けている。 方を関係付けて考えて ながら実験し，記録 できることが分か

いる。 している。 る。

３年

生き物たんけん

たねをまこう

・植物のつくりと育ち

・植物の一生

４年

生き物のくらし

・春の自然

・夏の自然

・秋の自然

・冬の自然

・生き物の１年間

５年

受けつがれる命

植物の発芽と成長

花から実へ

動物のたんじょう

６年

わたしたちの地球

生物とかんきょう

自然とともに生きる

 

 

 



学習計画と評価計画（全８時間 本時 ５/８）

評 価 の 観 点
小単元 学 習 内 容 （時数）

関 考 表 知 評 価 規 準 （方法）

一次 ・花のつくりをとらえる。 ○ ・植物の花のつくりに興味をもち，

花のつ （１） 観察しようとする （行動観察）。

くり ○ ・花にはめしべやおしべがあること

。（ ）を理解している ワークシート

・顕微鏡を使って,花のつくりや ◎ ・顕微鏡を使うなどして，花のつく

花粉を観察し,記録する ２ りや花粉などを観察し，記録して。（ ）

。（ ， ）いる 行動観察 ワークシート

二次 ・カボチャの花の様子から花粉 ○ ・植物の成長などを調べたことを通

花粉の のはたらきと実のできたかを して，生命を尊重する態度を身に

はたら 考える ４ 付けている （発言，ワークシー。 （ ） 。

き 本時 ２／４ ト）

◎ ・植物の受粉と結実との関係に着目

し，花粉のはたらきと実のでき方

を関係付けて考えている （発言。

，ワークシート）

○ ・受粉と結実との関係を条件に気を

， 。付けながら実験し 記録している

（行動観察，ワークシート）

◎ ・花粉がめしべの先につくとめしべ

のむくらんだ部分が実になり，実

の中に種子ができることを理解し

ている （発言，ワークシート）。

三次 ・これまでの学習を振り返り， ◎ ・植物の成長などを調べたことを通

まとめ 生命の連続性・神秘さをとら して，生命を尊重する態度を身に

える １ 付けている （行動観察，ワーク。 （ ） 。

シート）

本時の展開
（１）本時の目標

条件に着目して，おしべの花粉がめしべにつくと実ができることを調べる実験を考えること

ができる。

（２）観点別評価規準

◎科学的な思考

・おしべの花粉がめしべにつくことにより植物が実をつくることを，条件統一した検証方

法で考えている。

（３）準備物

・提示用のカボチャのつる，花，ワークシート



（４）学習の展開

（ ）
学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

評価規準 ☆

方法（◆）

つ １ 仮説を確認する。 ・写真を使いながら，仮説

・おしべの花粉がめしべにつくと実ができ をしっかりと確認させる

か るのではないか。 とともに，確かめる方法

を考えるという目的意識

む ２ 学習課題をつかむ。 をもたせる。

おしべの花粉がめしべにつくと実ができることを確か

める方法を考えよう。

考 ３ 確かめるための方法を考え，実験・観察 ・カボチャの花のモデルを ☆

の見通しをもつ。 提示し，条件を統一する (B)条件統一

え ・花粉がめしべについて実ができるのなら 必要性を考えさせる。 した実験方法，

・・・したら，実ができるだろう。 ・実ができる場合とできな を考えてい

る ・・・したら，実ができないだろう。 い場合を考えさせる。 る。

そのために，めばなが開く前に花粉がつ ・ワークシートにそって， (A)条件統一

かないように条件を同じにして・・・する どの条件を統一し，何を した実験方法。

ちがえるかを明確にさせ を考え，結果

る。 の通しをもっ

ている。

発言，ワ◆（

ークシート）

，ふ ４ 確かめる方法が妥当であるかどうかを意 ・児童の描いた図を紹介し

見を出し合い交流する。 条件統一ができているか

か ・結果の見通しをもちながら，妥当かどう どうかがわかりやすいよ

かを判断する。 うに板書で整理する。

め ・花のモデルを使うことで

。説明をわかりやすくする

る ５ 自分の考えた観察，実験方法を見直す。 ・仮説に対する結果の見通

しをもたせる。

ま ６ 理科日記を書き，次時の見通しをもつ。 ・友だちの意見で参考にな

ったことを書かせるよう

と にする。

。・次時への展望をもたせる

め

る


